
 

 

 

 

「令和５年度和歌山県ひとり親家庭等実態調査」の結果について 

 

和歌山県内のひとり親家庭等の生活実態や福祉施策に対するニーズ等を把握する

ため「和歌山県ひとり親家庭等実態調査」を実施し、調査結果を取りまとめました

ので公表します。 

 

  １．調査結果の概要                             

今回の調査結果の概要は以下の通りです。 

 

（１）母子家庭において、同居人が「こどものみ」の割合が増え（P2 問3）、こ 

どもが病気の時に自分自身が世話をする割合も増加している（P7 問20）など、 

同居人に頼れない家庭が多くなっていることがうかがえます。 

      関連する項目では、県や市町村の施策に要望することとして「日常生活支援

事業充実」の割合が高くなっています（P10 問27）。 

 

（２）養育費について「取決め有、支払い有」の割合が、母子家庭においては29.

0%と３割を占め、前回(26.4%)から微増していますが、父子家庭においては、

5.0%（前回6.2%）と低い水準で推移しています。 

   また「取決め無し」の割合が母子家庭で42.4%（42.6%）、父子家庭で80.0%

（前回64.6%）と高い水準となっています（P4 問17-1）。 

   養育費の取決めや履行確保が依然として課題となっています。 

 

 

２．今後の取組                               

調査結果については、「県こども計画（仮称）」の策定過程において必要な対

応を検討するなど福祉施策の充実に活用していきます。 

 

※調査結果全文は、子ども未来課ホームページで公開しています。 

    https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/040200/d00216675.html 
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